
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○全職員による共通理解と共通実践 ○「おすすめの本」完読率、９２％以上 ・図書委員会の取組や教師の声かけ等によって、読書推進を図
る。
・読書マラソンを活用して、読書の質の向上を図る。

A

・おすすめの本完読率２月末時点で９３．７％。全校読書集会でおすすめの本の紹介をしたり、おすすめの本第
２弾に取り組んだりし、読書の質の向上が図れた。

A

・今から先は読解力が重視されるので読書はとてもいいことだ。
・選書に心を尽くされているのがよく分かる。読書の楽しさを工夫して演出されている。
・読書は全ての教科と関係があると思う。（読書の時間は先生方も一緒に読んでいるか？）
・子供たちが早く図書室へ行きたいと思えるように色々と工夫されている。
・授業を分かりやすく、質の向上に取り組むという先生方の意欲がある。

ひびきあう子供部会

○算数科を中心に思考力・判断力の
向上を目指すための授業改善

○「教師がねらいをもって，児童が自
分の考えを書く活動を適宜設定してい
る」と回答した教師９５％以上
○「まず、自分で考えをノートやワーク
シートに書こうとしている」と回答した
児童８５％以上

・単位時間の授業における基本的な学習過程「かしまの『学びス
タイル』」に沿った授業づくりを確実に行う。
・「事実・方法・理由」等の表現する「かく活動」を意図的に設定す
る。
・自力解決に向かう、問題設定・対話活動の工夫を行う。 A

・基本的な学習過程を軸にしながら、より自主的に深い学びができるための指導方法の共同研究に取り組ん
だ。
・児童アンケートの結果「自分で考えをノートやワークシートに書こうとしている」は９２％、「自分の考えを友達タ
イムで伝えている」は８７％と前回より向上した。また、教師の１００％が、「書く活動を適宜設定している」と答え
た。

A

・児童自ら考えて伝えるというのは大人でも難しいことなので続けてほしい。
・基本的な学習を軸にしながら、より深いまなびに取り組まれているのはとても良い。
・先生方の熱心な姿勢にはいつも頭が下がる。この努力は必ず先生方のスキルアップにもつながるし、来たる進学の時
期には身を結ぶことを期待している。
・パソコンの普及で大人は字を書けなくなっている。頭を使って、たくさん書いてほしい。
・授業参観で勉強の様子を見ていて、発表するときに自分の答えに自信を持たせるよう工夫されていて、いい取組だと
思った。

ひびきあう子供部会

●児童が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

○「友達の悪口を言わずみんな仲良く
した」と回答した児童９５％以上
◯「子どもは元気にあいさつができる」
と回答した保護者８７％以上
◯「家族や地域の人にも元気にあいさ
つをしている」と回答した児童９５％以
上

・年に１回以上、ふれあい道徳や人権週間を計画し、他者を思
いやる気持ちを育む。
・道徳や学活、日常生活の中で友達のいいところを見つけ、全
校放送で紹介したり、ありがとうの木に掲示したりする。
・５、９、１月をあいさつ強化月間とし、友達や地域の方に自分か
ら進んであいさつをするように呼びかける。

A

・「友達の悪口を言わずみんな仲良くした」と回答した児童が９４.１％と数値は昨年度より上がっていた。やさしさ
月間での活動や保護者からのやさしさカードにより児童の自己肯定感が上がるように取り組んだ。
・「子どもは元気にあいさつができる」と回答した保護者９０.５％と昨年度より上回った。あいさつ強化月間や生
活運動委員によるあいさつ運動の取組により、元気なあいさつを意識する児童を増やすことができた。 A

・今はいじめというより悪口とかがほとんど思うが、小さいことから対応していかないといけないので、先生は大変と思う。
あいさつについては、残りの9.5％が目立つのだろう。
・元気なあいさつを意識する児童を増やすことができたことは大変良いと思う。
・生徒自身の「自己肯定感」を高めるために「やさしさカード」の活用など、様々な工夫が見られ、その結果が如実に表れ
ていると思う。また、「あいさつ」はコミュニケーションの第１歩なので、これからもどんどん取り組んでほしい。
・元気なあいさつを意識する児童が増えたことは素晴らしいと思う。
・浜小の子はすれ違うといつもあいさつをしてくれる。

かがやく子供部会

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

◯いじめや不登校等の未然防止
への「組織的な対応ができている」
と回答した職員８８％以上

・いじめの対応についての研修を行う。
・「あのねアンケート」を定期的に実施し、悩みや不安を抱える児
童との面談を行い、継続的に見守る。
・長期休暇前後に不登校チェックシートを使って、児童の状態を
確認し、対応する。
・週1回、気になる児童についての共通理解の場を設定する。
・SC、SSWと連携し、児童や保護者との面談を実施し、ケース会
議で取組等の確認をする。

A

・職員アンケートでは「いじめや不登校等の未然防止に向けて職員が組織的な対応ができている。」100％。
・児童、保護者向けにSNSの使い方等を含めた情報モラル教室の実施などを通して、いじめにつながる事例に
ついて学習した。実際にネット上のトラブルの早期発見・早期対応につなげることができた。

A

・先生の仕事は増えるばかり。子供に集中できればいいのにと思う。保護者に気を遣わないといけないのは、時代なのか
と感じる。
・早期発見・早期対応に引き続き徹底を図ってほしい。
・取組の時期としては、他校に先駆けての実施ではないだろうか。ネット上でのトラブルに巻き込まれないために親子での
学びの場を作っていただきたい。
・SNSでのいじめは見つけにくい。引き続き情報モラル教室の実施などをお願いしたい。
・１年と５年に子がいるが、いじめを聞いたことがないので、先生方の努力の結果だと思う。

かがやく子供部会
りっぱな体部会

●児童生徒が夢や目標を持ち、そ
の実現に向けて意欲的に取り組も
うとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認め
てくれていると思う」と回答した児童９
０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童９０％
以上

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した児童９８．３％。「ほめるから、はじめる。はじ
まる」の合言葉に、「はまもんほめほめタイム」をはじめ、学習・生活場面での積極的な称賛ができていた。全校
児童１年間で１回以上ほめることができた。
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童は８７．４％であり、前回よりも上がったもの
の目標値を下回った。キャリア教育や心の教育の活動内容充実を年間計画段階でより具体的に検討したい。

B

・十分できていると思う。引き続き、児童との会話をおねがいしたい。
・先生方のおかげで「ほめられ」慣れていなかった子供達が目覚ましい進歩をとげつつあるのを実感。町内の先輩方の話
や仕事ぶりを見聞きするだけでなく、県外での活躍されている先輩とズームなどでやりとりをするようなことをやりたい。
・将来の夢も大切だが、自分に自信をもって暮らせることはもっと大切だと思う。「ほめて伸ばす」
・ほめてもらえることで自分に自信を持つことができる。大人になってきっと役に立ってくることだと思う。

管理職

○地域と連携した教育活動の推進 ○「ふるさと浜が好き」と回答した
児童９５％以上

A

・「ふるさと浜が好き」と回答した児童は９５.８％で前回より下回ったが、目標値は達成できた。
・各学年の生活科・総合は浜町の学習の取組に加え、５年生は重伝建のある庄金地区や郷土料理、６年生は
鹿島の未来のまちづくりについて、新しい内容の学習も実施した。

A

・小学生の時は浜が好きと言ってもらえるのがピークなので、大人になって、やっぱり浜が好きとなるように、これからも取
り組んでほしい。ふるさと浜が好きになるように努めてほしい。
・学習の仕方が少しマンネリ化してきた感じがある。取材だけでなく、体験も加えてみてはどうだろうか。（学年は毎年同じ
で子供は替わっていて一概には言えないが。）
・毎日当たり前に暮らしている浜町の良さに気付かないと思う。浜町以外から通勤している先生方が「自分が感じる浜町
の良さ」をぜひ伝えてほしい。
・自分の町のことを調べることはとても良いことで親も知らないことをよく教えてくれる。

かがやく子供部会

●「運動習慣の改善や定着化」 ○「よく運動したり、体を動かしたり
して遊んだりしている」と回答した
児童９５％以上

・「昼休みマラソンチャレンジタイム」を実施する。
・「全校ウォーキンググランプリ」を実施し、歩数の多い学級に表
彰を行う。
・スポーツチャレンジの実施を呼びかけ、体を動かす機会を作
る。 C

・児童アンケートの「よく運動したり、体を動かしたりして遊んでいる。」の肯定的回答が９３．３％と目標値を下
回った。冬場の外遊びの推奨があまりできていなかった。
・「マラソンタイム」の実施はできたが、「全校ウォーキンググランプリ」の実施ができなかった。来年度は、年間
行事に合わせて、実施する期間を検討する必要がある。
・１月に長縄大会を実施した。大会に向けて、長縄タイムを実施したり、各学級で練習をしたりして、長縄に取り
組んだ。

B

・12月のマラソン大会では毎年リタイアする子が一人もいないことに感心している。
・年間行事に合わせて実施していただきたい。
・特に今年は市民・県民総アスリートの気運が高まってきているので、そこにひっかけて「2024 浜小全員アスリート計画」
みたいな看板を掲げて、少し大々的に実施してみてはどうだろうか。運動の苦手な子は記録係・表彰係で頑張ってもらう
とか。
・寒いとなかなか外で体を動かす気持ちにならない。何かきっかけになる行事を企画してはどうだろうか。
・夏場は外に出ることも難しい時代になってきたので、仕方のないことだと思う。

りっぱな体部会

●「望ましい食習慣と食の自己管
理能力の育成」

●「健康に良い食事をしている」児
童８５％以上

・朝ごはんについて、毎週火曜に調査する。
・食に関するポスター等を毎月掲示する。
・配膳表を通して食への興味・関心を高めさせる。
・各学年の実態に沿った食育の授業を全学年年間一回以上実
施する。(7月：2年生、10月：3年生、11月：5年生、12月：4年生、
１月：6年生、1年生：12月給食試食会)
・給食時間に給食目標に沿った放送を行う。
・給食の残菜が０になるような給食指導を行う。

A

・朝食調査、掲示物(給食ニュース)、配膳表について、年間を通して実施することができた。
・「健康に良い食事をしている(児童)」の項目で肯定的回答が95.8％で、前回を上回った。
・食育授業は、年間計画に沿って全学年実施することができた。
・給食時間に給食目標に沿った放送を年間通して行うことができた。
・給食の残菜は、ほぼなかった。 A

・家庭での食育はわからないと思うが、食生活にこだわる家庭とそうでない家庭に差があると思う。調査は難しいと思う
が。
・継続することが大事。
・「給食の残菜がほぼなかった」ということから給食の内容のクオリティの高さがうかがえ、関係者各位に感謝している。食
べることは「生きること」とても大事なので、児童全員が一律に質の高い食事を口にすることができ、安心している。
・給食の残菜がほぼないのはすごい。家庭と一緒に「健康に良い食事」について考えてもらいたい。
・子供は毎日給食を楽しみにして学校に通っている。

りっぱな体部会

●安全に関する資質・能力の育成 ○「学校の行き帰りは事故に遭わない
ように注意している」と回答した児童９
３％以上
〇地域と連携して、年三回の防災訓
練を実施

・関係機関と連携し、交通安全教室や避難訓練を実施する。
・登下校時のＰＴＡや交通指導員との協力体制を維持、継続し
て、危険箇所を早期に発見し指導する。
・自然災害時の下校対応について確認する。

A

・交通安全教室や避難訓練を計画通り実施することができた。
・「学校の行き帰りは事故に遭わないように注意している」と回答した児童が９８．３％と目標値を大きく上回って
いる。
・PTAの取組として、年３回の保護者引率による集団下校を実施し、同時に通学路の点検も行った。安全な登下
校の意識向上を図った。 A

・最近は登下校時に車に乗っていても子供にハッとさせられることはない。自転車のヘルメットも定着していると思う。高
い目標を維持していただきたい。
・引き続き交通安全指導を徹底していただきたい。また、災害関連で「水害」「地震」に学校内で被災した場合の避難の仕
方に加え、各家庭で被災した場合、どこに逃げるなど、地区ごとの取組を町内に連携してやってみたい。
・自分は安全に気を付けていても車が突っ込んできたりして児童が危険な目にあっている。周囲にも気を付けてほしい。
・分かりやすく指導してくださっているので子供たちも安心して学校に通えていると思う。

りっぱな体部会

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在
校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日を毎週金曜に設定する。
・２学期制を生かし、事務処理の時間を確保できるように計画す
る。電子掲示板を活用し、話し合いの時間を短縮する。
・サーバーの整理とＩＣＴ利活用で、効率化を図る。

A

・「時間外在校等時間の上限を遵守している」と肯定的に答えた職員は100％。超過勤務を少なくしようという意
識の高まりが継続しており、職員全体に広がった。
・月・週の見通しをもった計画がなされ、会議や研修・成績処理において、無理のない時間確保ができていた。
・Googleクラスルームを使ったアンケートや授業資料提示、校内掲示板を利用した連絡で時間短縮ができてい
る。サーバー整理後のデーター運用もスムーズに行われている。 A

・先生の働き方改革はもっと進めてほしい。自宅に仕事を持ち帰ってはいないと思うが、体を大切にしてもらいたい。無理
のない仕事にしていただきたい。
・先生方が心身ともに健康であることが一番重要なことだと思う。一人一人がそれぞれに素晴らしい能力をもっておられ、
努力されている様子が児童を通じて伝わってくる。皆様、ありがとうございます。
・職員間で共有できる業務を見つけるとか、いろいろな工夫で時間外在校時間を減らす努力をしてください。先生方にも
家庭がある。
・働き方も見直されており、よい取り組みだと思う。先生方も人間なので、頑張りすぎないでよいと思う。

管理職・事務職員

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

〇児童の特性に応じた効果的な学
習活動の構築

〇個別の教育支援計画・指導計画・レ
ベルシートの作成１００％
〇情報共有を定期的に行う（月１回）。
〇特別支援教育に関する理解
〇学校が、特別支援教育について積
極的に取り組んでいると回答した保護
者９０％以上

・期間を設けて、支援計画や指導計画、レベルシートの作成をす
る。特別な支援が必要な児童については、定期的な面談を実施
し、保護者との情報を共有し作成する。
・年３回の情報共有会議と連絡会後の「気になる子」の時間を設
定する。
・年３回の研修会の設定。支援学級において、定期的に学級経
営会議を行う。

A

・支援計画や指導計画については、保護者と情報共有をしながら、計画的に作成・評価することができた。
（100％作成）
・全校で支援シートの作成・修正にも取り組み、それを活用し、全職員で情報共有を行うことができた。また、毎
週連絡会後に「気になる子」についての情報共有を行うことができ、支援方法などの共有をすることもできた。
・年３回の研修会を実施できた。「学校が、特別支援教育について積極的に取り組んでいる」とした保護者が９
７．５％であった。今後も研修会や啓発などを行い、個に応じた支援ができるように努めていく。

A

・自閉症スペクトラムの可能性があると保育園の時から特別教育を受けている児童もいると思うが、そうでなく診断を受け
ていない児童に早く気づき理解するのは大変。粘り強い教育に感謝している。
・個別のケースに対応されていると聞いている。
・特別支援を必要とする児童が普通に小学校生活を送ることはとても大変なことだが、後々彼らのかけがえのない第一
歩ともなりうると思う。市・県・国の一層の支援を期待している。
・特別支援の児童の割合が高く、対応も大変だと思う。
・先生方が１クラスに１人ではないので、親も子供も心強い。

かがやく子供部会

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

・お昼の放送で「はまもんほめほめタイム」を行い、「いいところ
見つけ」につながる日々の観察を全職員で協力しながら行う。１
年間で全校児童を１回はほめる。

・「水とまちなみの会」等との地域連携を図り、夏休みに職員研
修で職員が重伝建地区を知る研修会を行う。
・児童が自慢できる魅力ある浜町の発見につながる総合学習の
内容の改善と実施を進める。

学校名 鹿島市立浜小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校運営協議会によって、これまでの取組の成果と今後の課題が明らかになった。今年度課題とされた総合的な学習の時間の見直しは5年・6年生で実行し、新たに内容や人材を開発することができた。来年度は、出ているアイデアをもとに、さらにより良い内容に改善するとともに、その学年を3・4年生まで広げたい。また、もう一つの課題となった「運動・体力アップ」の項目は、学校運営協議会
で出た「2024 浜小全員アスリート計画」や体力アップ週間等を行事計画に盛り込み、楽しく運動して体力をアップできるようにしたい。
・キャリア教育は、昨年以上に県の事業や地域人材を活用し、より多くの体験学習を行うことができた。来年度はその内容を整理しつつ実行し、足りなかったと思われる職業選択につながる取組を増やしたい。
・学力向上では、職員が目標とする内容の共通理解を図り、実行することができた。算数科の校内研究、学習状況調査の結果を活用した研修等を全職員で取り組み、成果が見られた。ただ、今年度から取り入れているデジタルドリルは活用の仕方に学年によって偏りがあり、適時に効率よい取組の方法を検討する必要がある。
・校内の各部会が組織的に機能し、多くの項目で達成・改善が見られた。職員一人一人の意識が高いので、協力体制が整っている。その良さを生かし、来年度も業務改善を図りながら、生き生きと職務に臨みたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・校内の各部会が組織的に機能し、多くの項目で達成・改善が見られた。
・学力向上については，校内研究の充実、学力向上マイプランの活用、学習状況調査結果を活用した研修等に取り組み、総括評価や学習状況調査等で成果が見られた。今年度は２年目となる算数の校内研究を深めるとともに、デジタルドリルの導入など一人一台パソコンの効果的な活用を進めたい。また、学習規律や指導法等、全職員で共通理解を図って落ち着いた学習環境を維持していく。
・「ふるさと学習」では，生活科や総合的な学習の時間等で地域の人材を十分に活用し，本校独自の体験学習を実施することができていた。しかし、数年にわたり学習内容の踏襲が見られるので、今年度は地域人材や学習内容を開発・改善し、主権者教育やキャリア教育にもつなげたい。
・気になる児童や家庭が複数あり、担任を中心に，管理職・教育相談担当者・特別支援学級担当・通級指導教室担当，ＳＣ，ＳＳＷや外部の関係機関等と連携を取りながら対応してきた。今年度も，校内のケース会議実施や外部機関の連携をさらに充実させ、支援をしていく。

２　学校教育目標 ふるさと愛する・光の子の育成

３　本年度の重点目標

①自ら学び続ける子供の育成「ひびきあう子供部会」（知）

②思いやりのある子供の育成「かがやく子供部会」(徳)

③たくましい子供の育成「りっぱな体部会」（体）


